
平
成
二
十
二
年
三
月
十
七
日
提
出

質

問

第

二

七

八

号

政
治
資
金
規
正
法
改
正
に
向
け
た
鳩
山
由
紀
夫
内
閣
の
見
解
に
関
す
る
第
三
回
質
問
主
意
書

提

出

者

鈴

木

宗

男
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政
治
資
金
規
正
法
改
正
に
向
け
た
鳩
山
由
紀
夫
内
閣
の
見
解
に
関
す
る
第
三
回
質
問
主
意
書

本
年
二
月
八
日
、
鳩
山
由
紀
夫
内
閣
総
理
大
臣
は
、
秘
書
等
の
会
計
責
任
者
が
政
治
資
金
収
支
報
告
書
に
虚
偽
の
記
載
を
し

た
場
合
、
議
員
本
人
の
公
民
権
を
停
止
す
る
等
の
罰
則
を
強
化
す
る
と
す
る
政
治
資
金
規
正
法
の
改
正
に
つ
い
て
、
「
政
治
に

対
す
る
国
民
の
信
頼
が
揺
ら
ぐ
の
は
大
変
マ
イ
ナ
ス
だ
。
政
治
資
金
問
題
に
厳
し
く
対
処
し
て
い
く
必
要
が
あ
る
。
で
き
れ
ば

通
常
国
会
中
に
仕
上
げ
た
方
が
い
い
」
と
述
べ
、
そ
の
実
現
に
意
欲
を
示
し
た
と
報
道
さ
れ
て
い
る
。
ま
た
「
前
回
答
弁
書
」

（
内
閣
衆
質
一
七
四
第
一
六
一
号
）
に
よ
る
と
、
本
年
二
月
十
七
日
に
行
わ
れ
た
党
首
討
論
（
以
下
、
「
党
首
討
論
」
と
い

う
。
）
に
お
い
て
鳩
山
総
理
は
、
企
業
・
団
体
献
金
の
全
面
禁
止
に
向
け
、
政
治
資
金
規
正
法
改
正
の
た
め
の
与
野
党
協
議
機

関
を
つ
く
ろ
う
と
い
う
山
口
那
津
男
公
明
党
代
表
に
よ
る
提
案
に
対
し
、
「
こ
れ
は
今
党
首
討
論
と
い
う
立
場
で
あ
り
ま
す
か

ら
党
首
と
い
う
立
場
で
申
し
上
げ
れ
ば
、
民
主
党
と
し
て
も
与
野
党
の
協
議
機
関
の
設
置
に
賛
成
を
し
た
い
、
そ
の
よ
う
に

思
っ
て
お
り
ま
す
の
で
、
大
い
に
こ
れ
は
各
党
で
協
議
を
進
め
て
い
こ
う
で
は
あ
り
ま
せ
ん
か
。
」
と
述
べ
た
と
さ
れ
て
い

る
。
右
と
「
前
々
回
答
弁
書
」
（
内
閣
衆
質
一
七
四
第
一
一
六
号
）
を
踏
ま
え
、
再
度
質
問
す
る
。

一

い
わ
ゆ
る
「
政
治
と
カ
ネ
」
の
問
題
を
め
ぐ
り
、
政
治
資
金
に
対
す
る
国
民
の
信
頼
が
揺
ら
い
で
い
る
。
前
々
回
質
問
主

意
書
で
、
政
治
資
金
に
対
す
る
国
民
の
信
頼
を
得
る
に
は
、
政
治
資
金
規
正
法
の
罰
則
強
化
に
加
え
、
企
業
・
団
体
献
金
を

一



禁
止
す
る
こ
と
が
必
要
不
可
欠
で
は
な
い
か
、
ま
た
政
党
助
成
金
に
つ
い
て
も
、
将
来
的
に
企
業
・
団
体
献
金
を
な
く
す
と

い
う
趣
旨
の
下
、
導
入
さ
れ
た
経
緯
か
ら
も
、
せ
め
て
企
業
・
団
体
献
金
が
廃
止
さ
れ
る
ま
で
は
凍
結
す
る
と
い
う
措
置
が

必
要
な
の
で
は
な
い
か
と
鳩
山
総
理
に
問
う
た
と
こ
ろ
、
「
前
々
回
答
弁
書
」
で
は
、
「
政
府
と
し
て
は
、
政
治
資
金
制
度

及
び
政
党
助
成
制
度
の
在
り
方
に
つ
い
て
は
、
政
党
そ
の
他
の
政
治
団
体
の
政
治
活
動
の
自
由
と
密
接
に
関
連
す
る
事
柄
で

あ
り
、
各
党
各
会
派
に
お
い
て
御
議
論
い
た
だ
き
た
い
と
考
え
て
い
る
。
」
と
の
答
弁
が
な
さ
れ
て
い
る
。
鳩
山
総
理
は
、

行
政
の
長
で
あ
る
内
閣
総
理
大
臣
で
あ
る
の
と
同
時
に
、
国
会
議
員
の
一
人
で
あ
り
、
最
大
与
党
、
最
大
会
派
の
長
で
あ
る

民
主
党
代
表
で
も
あ
る
。
前
回
質
問
主
意
書
で
、
鳩
山
代
表
と
し
て
、
「
各
党
各
会
派
に
お
い
て
御
議
論
い
た
だ
き
た
い
」

と
す
る
の
で
は
な
く
、
政
治
資
金
に
対
す
る
国
民
の
信
頼
を
得
る
た
め
に
も
、
政
治
資
金
規
正
法
の
罰
則
強
化
に
加
え
、
企

業
・
団
体
献
金
の
禁
止
を
実
現
さ
せ
る
べ
く
、
右
答
弁
に
あ
る
各
党
各
会
派
に
お
け
る
議
論
を
加
速
さ
せ
、
自
ら
前
面
に
出

て
、
積
極
的
な
リ
ー
ダ
ー
シ
ッ
プ
を
と
る
考
え
は
あ
る
か
と
問
う
た
と
こ
ろ
、
「
前
回
答
弁
書
」
で
は
「
お
尋
ね
は
、
鳩
山

内
閣
総
理
大
臣
の
民
主
党
代
表
と
し
て
の
見
解
に
係
る
も
の
で
あ
り
、
政
府
と
し
て
お
答
え
す
る
立
場
に
な
い
。
」
と
の
答

弁
が
な
さ
れ
て
い
る
。
右
答
弁
を
起
案
・
作
成
し
た
者
は
誰
か
、
そ
の
官
職
氏
名
を
明
ら
か
に
さ
れ
た
い
。

二

一
の
「
前
回
答
弁
書
」
の
内
容
を
内
閣
と
し
て
決
定
す
る
際
、
そ
の
決
裁
に
関
わ
っ
た
政
府
職
員
は
誰
か
、
そ
の
官
職
氏

二



名
を
全
て
明
ら
か
に
さ
れ
た
い
。

三

鳩
山
総
理
と
し
て
、
政
治
資
金
に
対
す
る
国
民
の
理
解
を
得
る
こ
と
は
重
要
で
あ
る
と
認
識
し
て
い
る
か
。

四

一
の
「
前
回
答
弁
書
」
に
あ
る
答
弁
は
、
国
民
の
生
活
が
第
一
で
あ
る
こ
と
を
訴
え
、
第
四
十
五
回
衆
議
院
議
員
総
選
挙

で
政
権
交
代
を
成
し
遂
げ
、
発
足
し
、
国
政
の
運
営
を
官
僚
主
導
・
官
僚
依
存
か
ら
政
治
主
導
・
国
民
主
導
へ
と
刷
新
す
る

こ
と
を
目
指
す
と
し
た
鳩
山
由
紀
夫
内
閣
の
答
弁
と
し
て
は
、
あ
ま
り
に
事
務
的
で
あ
り
、
前
政
権
と
変
わ
ら
ず
真
摯
な
姿

勢
の
全
く
見
え
な
い
も
の
で
あ
る
。
政
治
資
金
規
正
法
の
改
正
は
じ
め
政
治
資
金
の
あ
り
方
を
決
め
る
の
は
、
第
一
義
的
に

は
政
府
・
内
閣
で
は
な
く
、
各
政
党
、
各
会
派
で
あ
る
こ
と
は
当
方
も
承
知
し
て
い
る
が
、
鳩
山
総
理
は
、
内
閣
総
理
大
臣

で
あ
る
の
と
同
時
に
、
国
会
議
員
の
一
人
で
も
あ
り
、
最
大
与
党
、
最
大
会
派
の
長
で
あ
る
民
主
党
代
表
で
も
あ
る
。
ま
た

現
在
民
主
党
、
そ
し
て
政
府
と
し
て
、
各
府
省
の
政
策
会
議
等
を
開
催
す
る
、
ま
た
は
民
主
党
議
員
の
各
委
員
会
に
お
け
る

質
疑
を
制
限
す
る
等
、
政
府
と
党
の
一
体
化
を
目
指
し
て
い
る
と
承
知
す
る
。
更
に
、
我
が
国
の
政
治
体
制
の
基
と
な
っ
て

い
る
議
院
内
閣
制
に
お
い
て
は
、
与
党
が
内
閣
、
つ
ま
り
政
府
を
作
る
の
で
あ
り
、
そ
も
そ
も
与
党
と
政
府
は
一
体
で
あ
る

と
考
え
て
も
良
い
。
し
か
も
鳩
山
総
理
は
、
内
閣
総
理
大
臣
と
し
て
「
党
首
討
論
」
に
出
席
し
た
も
の
と
承
知
す
る
。
こ
れ

ら
の
こ
と
を
考
え
れ
ば
、
政
治
資
金
に
関
す
る
当
方
の
質
問
に
対
し
、
「
前
回
答
弁
書
」
に
あ
る
様
に
「
お
尋
ね
は
、
鳩
山

三



内
閣
総
理
大
臣
の
民
主
党
代
表
と
し
て
の
見
解
に
係
る
も
の
で
あ
り
、
政
府
と
し
て
お
答
え
す
る
立
場
に
な
い
。
」
と
、
政

府
と
党
を
別
の
も
の
と
す
る
答
弁
を
す
る
こ
と
は
、
右
の
政
府
与
党
の
動
き
に
反
し
、
矛
盾
す
る
の
で
は
な
い
か
。

五

鳩
山
総
理
は
、
内
閣
総
理
大
臣
と
し
て
の
み
な
ら
ず
、
民
主
党
代
表
と
し
て
の
立
場
か
ら
も
、
政
治
資
金
に
対
す
る
国
民

の
信
頼
を
得
る
た
め
、
政
治
資
金
規
正
法
の
罰
則
強
化
に
加
え
、
企
業
・
団
体
献
金
の
禁
止
を
実
現
さ
せ
る
べ
く
、
各
党
各

会
派
に
お
け
る
議
論
を
加
速
さ
せ
、
自
ら
前
面
に
出
て
、
積
極
的
な
リ
ー
ダ
ー
シ
ッ
プ
を
と
る
考
え
は
あ
る
か
。
再
度
質
問

す
る
。

右
質
問
す
る
。

四


